




1

１ 芦屋市耐震改修促進計画の概要                         

芦屋市では,阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ，今後発生が予想される地震による住宅や

建築物の倒壊及びこれに起因する被害を減少させる「減災」の取り組みを一層進めるため，

平成２０年３月に「芦屋市耐震改修促進計画」を策定している。 

計画では，住宅の耐震化率を平成１５年の８７％から平成２７年に９８％に，多数の者が

利用する建築物については平成１８年の６２％を平成２７年に９３％とするよう目標を定

め，目標を達成するための建築物の耐震診断及び耐震改修の支援策として， ①簡易耐震診

断の推進 ②住宅耐震改修促進事業の創設 ③多数の者が利用する建築物に係る耐震診断

補助事業の創設 ④わが家の耐震改修促進事業の推進（事業主体は県） ⑤住宅耐震改修支

援事業の周知（融資に係る県の利子補給）を行うこととしている。 

なお，計画の中で計画期間の４年目にあたる平成２３年度に，社会情勢の変化や事業の進

捗状況等を勘案し，必要に応じて計画の見直しを行うこととしていることから，今回中間検

証を行った。 




















